
　

大
化
の
改
新
以
後
、
当
時
の
交
通
制
度
も

整
っ
て
き
て
お
り
、
昔
の
高
速
道
路
と
も
言

え
る
駅
路
と
呼
ば
れ
る
幹
線
道
路
に
は
、
通

信
・
交
通･

宿
泊
等
機
能
を
持
つ
施
設
と
し

て
駅
が
設
け
ら
れ
、
出
雲
国
に
は
、
東
か
ら
、

野
城
（
の
ぎ
）・
黒
田
・
宍
道
・
狭
結
（
さ

よ
う
）・
多
伎
の
五
つ
の
駅
が
あ
っ
た
。

　

神
門
郡
に
所
在
す
る
二
つ
の
駅
の
う
ち
、

狭
結
駅
は
、
古
志
町
古
志
本
郷
遺
跡
で
発
掘

さ
れ
た
神
門
郡
家
と
同
じ
所
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
多
伎
駅
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
多
伎
町
久
村
西
あ
た
り
と
さ
れ
て
い

る
。
平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）
に
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
あ

た
り
に
「
道

の
駅
キ
ラ
ラ

多
伎
」
が
開

業
し
、
そ
の

駐
車
場
に
は

「
多
伎
駅 

出

雲
国
風
土
記

登
場
地
」
の

標
柱
が
立
っ

て
い
る
。

　

出
雲
市
の
中
心
部
か
ら
国
道
９
号
を
西
に

向
か
う
と
、
こ
こ
で
初
め
て
出
会
う
美
し
い

日
本
海
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

　

「
日
本
の
夕
陽
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
絶

景
が
広
が
り
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
時
代

と
変
わ
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
夕
陽
が
こ
こ
か
ら
眺

め
ら
れ
る
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
野
生

の
イ
ル
カ
が
遊
び
に
来
る
。
海
辺
の
交
流
舞

台
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
今
も
昔
も
、
休
息
し
安
ら
げ
る
場
所
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
か
ら
出
雲
大
社
方
面
へ
つ
な

が
る
「
く
に
び
き
海
岸
道
路
」
は
、『
出
雲

国
風
土
記
』
に
も
出
て
く
る
薗
の
松
山
と
美

し
い
海
岸
線
、
日
本
海
に
沈
む
夕
陽
を
眺
め

な
が
ら
走
行
で
き
る
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
し

て
人
気
が
あ
る
。

　

毎
年
10
月
18
日
・
19
日
に
行
わ
れ
る
佐
志

武
神
社
秋
の
例
大
祭
は
、
勇
壮
で
優
雅
な
独

特
の
雰
囲
気
を
も
っ
た
出
雲
地
方
最
大
級
の

祭
り
で
す
。
特
に
、
奉
納
さ
れ
る
４
～
５
基

の
「
神
事
華
」
は
、
大
変
見
事
で
す
。

　

「
神
事
華
」
と
は
、
金
・
銀
・
赤
・
紺
・
緑

と
色
鮮
や
か
な
紙
の
花
で
飾
ら
れ
た
花
笠
で
、

直
径
５
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
な
も
の
で

す
。「
は
だ
こ
」
と
い
う
揃
い
の
い
で
た
ち
の

男
衆
が
、
勇
壮
な
木
遣
唄
（
き
や
り
う
た
）

を
歌
い
な
が
ら
、
こ
の
「
神
事
華
」
を
担
い

で
地
区
内
を
練
り
歩
き
、
神
社
に
集
結
し
ま

す
。
境
内
に
入
る
と
、
華
の
上
に
「
踊
り
子
」

と
呼
ば
れ
る
か
ら
く
り
人
形
が
取
り
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
翌
日
に
は
、
社
殿
の
回
り
を
数

回
ひ
き
回
し
た
後
、
夕
方
に
は
華
は
威
勢
良

く
倒
さ
れ
、
境
内
を
埋
め
尽
く
し
た
群
衆
が
、

わ
れ
先
に
と
競
っ
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
す
。

こ
の
華
は
無
病
息
災
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
門
郡

か
ん
ど
ぐ
ん

神西湖

道の駅キララ多伎

日本海に沈む夕陽

●多伎いちじく
多伎の特産として町の代
名詞となったいちじく
は、島根県のブランド産
品に指定された人気の
品。生果だけでなく加工
品も、美容と健康にいい
と評判です。

●西浜いも
湖陵特産の西浜いもは、
とにかく甘いのが特徴。
その風味を活かした芋焼
酎、芋アイスも人気です。

●しじみ
出雲地域では、宍道湖、
神西湖、神戸川産のしじ
みを味わうことができま
す。通年漁獲されますが、
産卵のため身が肥えた７
月前後の「土用しじみ」、
越冬のため栄養を蓄えた
１・２月の「寒しじみ」
の２回の旬が美味と言わ
れています。

駅う
ま
や
と
道
の
駅
キ
ラ
ラ
多
伎

佐
志
武
神
社
例
大
祭
　
神
事
華

　

神
門
と
名
づ
け
る
わ
け

は
、
神
門
の
臣
伊
加
曾
然

（
い
か
そ
ね
）
の
時
に
神
門

を
負
担
し
た
。
だ
か
ら
神
門

と
い
う
。
そ
し
て
神
門
臣
た

ち
は
古
よ
り
今
に
至
る
ま

で
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
。

だ
か
ら
、
神
門
と
い
う
。

　

と
の
記
載
が
『
出
雲
国

風
土
記
』
の
神
門
郡
に
あ

る
が
、
さ
て
こ
の
意
味
は

と
い
う
と
…

　

か
つ
て
伊
加
曾
然
と
い

う
人
物
が
「
神
門
を
負
担

し
た
」
つ
ま
り
、
神
の
門

の
造
営
・
寄
進
を
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
「
神

門
」
と
い
う
氏
名
を
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
昔
か
ら
当
時
ま
で

「
神
門
」
と
い
う
氏
名
の
人
々

が
住
ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ

は
「
神
門
郡
」
と
な
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
「
神
の
門
」
と
い

う
の
は
何
を
指
す
の
か
。

　

や
は
り
、
杵
築
大
社
（
現

在
の
出
雲
大
社
）
の
鳥
居
と

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

鳥
居
の
材
料
と
な
る
巨
木

が
、
神
門
郡
内
を
流
れ
る
神

門
川(

現
在
の
神
戸
川)

の

水
運
を
使
っ
て
運
ば
れ
た
の

だ
ろ
う
か
、
と
想
像
し
て
み

た
い
。

「出雲国風土記に記された郡内人口」と「郡内と想定される現在の地域に住んでいる人口と世帯数」
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◆ 1300 年前にあった神社と現在状況
出雲国風土記 現在の神社 所在地

美久我社 弥久賀神社 湖陵町大池
阿須理社 阿須利神社 大津町
比布知社 比布智神社 下古志町　[智伊神社（合祀）］

多吉社 多伎神社 多伎町多岐
和歌山権現 多伎町小田

夜牟夜社 塩冶神社 上塩冶町大井谷
矢野社 八野神社 矢野町

波加佐社 波加佐神社 西神西町
佐伯神社 神西沖町

奈売佐社 那賣佐神社 東神西町
知乃社 智伊神社 知井宮町
浅山社 朝山神社 朝山町
久奈為社 久奈子神社 古志町
佐志牟社 佐志武神社 湖陵町差海
多支枳社 多伎芸神社 多伎町口田儀
阿利社 阿利神社 塩冶町
阿如社 阿祢神社 湖陵町二部
国村社 國村神社 多伎町久村
大山社 大山神社 小山町
保乃加社 富能加神社 所原町
比奈社 比那神社 姫原町
火守社 火守神社 宇那手町
久奈子社 久奈子神社 古志町
加夜社 市森神社 稗原町
小田社 小田神社 多伎町小田
波須波社 波須波神社 佐田町下橋波

簸川南地区
広域農道

R9

いちじく温泉

県道277
←大田 出雲市街→

道の駅キララ多伎

★

★

県道277

斐川→←多伎

神戸川

簸川南地区広域農道

古志
コミュニティ
センター

古志大橋

P
ナーシング
センター
ひまわり

松江→←大田
出雲市役所

出雲市民会館

島根大学医学部

R9

HOK

出雲自動車学校

★

出雲市駅

R
1
8
4

県
道
2
0
7

県道277

↓佐田

多伎
←

常楽寺団地 簸川南地区
広域農道

★

江南駅
山陰本線

出雲→

R９↑

常楽寺川

多伎↓

R184

県道51

稗原川

農道
↓雲南市

★

出雲市街↑

←佐田

出雲
南中学校

P

華
蔵
寺
・
金
勢
堂
な
ど

安
子
神
社

神
門
寺

岩
根
寺

久
奈
子
神
社
と
栗
栖
山
城
址

８
世
紀
頃
に
行
基
（
ぎ
ょ
う
き
）
が

開
祖
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
天
台
宗
の

古
刹
。
境
内
を
歩
く
と
、
縁
結
び
・

夫
婦
円
満
に
ご
利
益
が
あ
る
と
伝
え

ら
れ
る
金
勢
堂（
こ
ん
せ
い
ど
う
）や
、

さ
ら
に
小
道
を
進
む
と
池
の
中
の
小

島
に
弁
天
堂
（
べ
ん
て
ん
ど
う
）
が

現
れ
ま
す
。
ご
夫
婦
、
カ
ッ
プ
ル
で

の
境
内
散
策
は
、
い
つ
の
間
に
か
肩

寄
り
添
っ
て･･･

。

安
産
と
子
授
け
に
ご
利
益
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
木
華
咲
耶
姫
命
（
こ
の
は

な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）
な
ど
を

ご
祭
神
と
す
る
神
社
。
毎
年
４
月
８

日
の
例
祭
で
は
、
難
産
だ
っ
た
妊
婦

が
安
産
に
な
っ
た
故
事
に
ち
な
ん
で

「
御
田
植
安
産
神
事
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
御
神
事
を
拝
む
と
、
安

産
で
子
宝
も
授
か
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

８
世
紀
頃
創
建
の
浄
土
宗
の
古
刹
。

弘
法
大
師
空
海
が
こ
こ
で
「
い
ろ
は

歌
」
を
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の

真
筆
が
寺
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
は
、
歌
舞
伎

の
忠
臣
蔵
に
も
登
場
す
る
塩
冶
判
官

高
貞
（
え
ん
や
は
ん
が
ん 

た
か
さ
だ
）

や
、俳
人
原 

石
鼎
（
は
ら 

せ
き
て
い
）

の
墓
所
も
あ
り
、
こ
こ
の
境
内
に
立

つ
だ
け
で
、
歌
舞
音
曲
、
文
化
教
養

レ
ベ
ル
が
グ
ン
と
ア
ッ
プ
。

昔
、
あ
る
夫
婦
が
岩
根
寺
へ
祈
願
し

て
玉
の
よ
う
な
女
の
子
を
授
か
り
ま

し
た
。
歳
月
は
流
れ
、
時
の
帝
（
光

仁
天
皇
７
７
０
～
７
８
０
年
）
は
、

夢
で 

出
雲
の
国
に
美
し
く
賢
い
娘
が

い
る
。
こ
の
絵
と
靴
を
持
っ
て
行
っ

て
、
引
き
合
わ
せ
て
み
よ 

と
の
お
告

げ
を
受
け
、
出
雲
へ
の
使
者
を
た
て

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
田
植
え
を
し
て

い
る
親
孝
行
の
娘
が
、
絵
と
そ
っ
く

り
で
美
し
く
、
靴
も
ち
ょ
う
ど
足
に

合
っ
た
の
で
、
召
さ
れ
て
天
皇
の
后

（
吉
祥
姫
）
と
な
り
ま
し
た
。
出
雲
版

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
！

伊
邪
那
美
命
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

を
主
祭
神
と
す
る
久
奈
子
神
社
境
内

か
ら
は
、
神
戸
川
下
流
域
一
帯
の
出

雲
平
野
、
北
山
山
地
の
眺
望
が
す
ば

ら
し
く
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
。
社
殿
の
す

ぐ
近
く
に
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

道
幅
が
狭
い
の
で
、
超
ス
ロ
ー
運
転

を
。
健
脚
の
方
は
、
神
社
よ
り
上
に

栗
栖
山
城
址
入
口
の
木
標
が
あ
り
、

山
頂
に
向
か
う
遊
歩
道
で
、
日
の
出

に
ト
ラ
イ
！

※
美
久
我
（
み
く
が
）
社　
　

※
阿
須
理
（
あ
す
り
）
社

※
比
布
知
（
ひ
ふ
ち
）
社　
　

※
又
比
布
知
（
ま
た
ひ
ふ
ち
）
社

※
多
吉
（
た
き
）
社　
　

※
夜
牟
夜
（
や
む
や
）
社

※
矢
野
（
や
の
）
社　
　

※
波
加
佐
（
は
か
さ
）
社

※
奈
売
佐
（
な
め
さ
）
社　
　

※
知
乃
（
ち
の
）
社

※
浅
山
（
あ
さ
や
ま
）
社　
　

※
久
奈
為
（
く
な
い
）
社

※
佐
志
牟
（
さ
し
む
）
社　
　

※
多
支
枳
（
た
き
き
）
社

※
阿
利
（
あ
り
）
社　
　

※
阿
如
（
あ
ね
）
社

※
国
村
（
く
む
ら
）
社　
　

※
那
売
佐
（
な
め
さ
）
社

※
阿
利
社　
　

※
大
山
（
お
お
や
ま
）
社

※
保
乃
加
（
ほ
の
か
）
社　
　

※
多
吉
社

※
夜
牟
夜
社　
　

※
同 

夜
牟
夜
社

※
比
奈
（
ひ
な
）
社

〔
以
上
二
十
五
所
は
い
ず
れ
も
神
祇
官
社
。〕

※
塩
夜
（
や
む
や
）
社　
　

※
火
守
（
ひ
も
り
）
社

※
同
塩
冶
社　
　

※
久
奈
子
（
く
な
し
）
社

※
同 

久
奈
子
社　
　

※
加
夜
（
か
や
）
社

※
小
田
（
お
だ
）
社　
　

※
波
加
佐
社

※
同 

波
加
佐
社　
　

※
多
支
（
た
き
）
社

※
多
支
々
（
た
き
き
）
社　
　

※
波
須
波
（
は
す
は
）
社

〔
以
上
十
二
所
は
い
ず
れ
も

不
在
神
祇
官
社
。〕

『
解
説
出
雲
国
風
土
記
』
本
文
・
現
代
語
訳
よ
り

神
門
郡
の
神
社

大好き☆出雲！倶楽部で作成した「お願いどころマップ」

はな  くら  じ こん せい どう

華蔵寺・金勢堂など

かん  ど     じ

神門寺

いわ  ね    じ

岩根寺

く  な  こ じんじゃ　  くるす やまじょうし

久奈子神社と栗栖山城址

あ   こ  じん じゃ

安子神社

“

”

風土記に記載される神門水海は、風土記の時代は斐伊川・神
門川（神戸川）からの土砂の流入が続いている最中で、「国引
きの綱」である園の長浜が湾を蓋する＊砂嘴（さし）でした。
現在の荒木、長浜、湖陵の一帯は神門水海で、出雲大社の周
辺は門前に多くの船が繋がれていた光景が見られたかもしれ
ません。

＊砂嘴とは、波などで運ばれた砂が海岸から細長く突堤状に堆積して
できた地形のこと。

神門水海と神西湖

岩根寺
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神
門
郡
に
あ
る
浅
山
社(

現
在
の

出
雲
市
朝
山
町
の
朝
山
神
社)

と
周

り
の
山
々
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承

が
残
っ
て
い
る
。

　

「
大
国
主
命
（
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
）

が
デ
ー
ト
の
た
め
、
夕
方
、
自
分
の

家
の
あ
る
杵
築
郷
を
出
発
し
、
真
玉

着
玉
之
邑
日
女
命
（
マ
タ
マ
ツ
ク
タ

マ
ノ
ム
ラ
ヒ
メ
）
の
待
っ
て
い
る
朝

山
郷
の
御
殿
に
た
ど
り
つ
く
の
は
、

夜
空
が
白
く
な
り
始
め
る
こ
ろ
で

す
。」

　

「
し
か
し
鶏
が
一
番
声
を
あ
げ
る

朝
方
の
こ
ろ
に
は
自
分
の
家
へ
向
け

て
出
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」　
　

　

「
急
い
で
、
大
国
主
命
は
、
帰
り

じ
た
く
を
な
さ
る
の
で
、
た
い
て
い
、

冠
（
か
ん
む
り
）
や
、
み
か
げ(

男

の
人
が
つ
け
る
髪
飾
り
の
こ
と)

や
、

時
に
は
、
手
に
持
っ
て
歩
く
武
器
、

鉾
（
ほ
こ
）
な
ど
も
、
つ
い
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。」

　

「
御
殿
の
あ
る
所
は
、
今
、
宇
比

多
伎
山
（
う
ひ
た
き
や
ま
）
と
な
り
、

み
か
げ
は
、
今
、
陰
山
（
か
げ
や
ま
）

と
な
り
、
鉾
は
桙
山
（
ほ
こ
や
ま
）

と
な
り
、
冠
は
冠
山
（
か
ぶ
り
や
ま
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。」

　

「
そ
の
ほ
か
に
ヒ
メ
が
作
ら
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
か
、
稲
山
（
い
ね
や

ま
）
や
、
稲
積
山
（
い
な
づ
み
や
ま
）

も
、
存
在
し
て
い
ま
す
。」

　

こ
れ
ら
の
６
つ
の
山
が
、
浅
山
社

を
取
り
囲
む
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。

　

『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
多
支
枳
社
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
出
雲
市

の
西
端
と
な
る
多
伎
町
口
田
儀
に
あ
る
。
出
雲
市
中
心
部
か
ら
国
道

９
号
を
西
へ
進
み
、
石
見
境
の
手
前
か
ら
、
県
道
２
８
４
号
へ
左
折

し
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
往
古
は
宮
床
と
い
う
所

に
鎮
座
、
延
宝
８
年
（
１
６
８
０
年
）
現
在
地
に
遷
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、在
神
祇
官
社
と
し
て
の
「
多
支
枳
社
」
と
、

不
在
神
祇
官
社
と
し
て
の
「
多
支
々
社
」
が
あ
り
、
多
支
枳
社
が
式

内
多
伎
藝
神
社
で
あ
り
、
多
支
々
社
は
現
在
境
内
社
と
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

鳥
居
を
く
ぐ
り
、
石
段
を
上
る
と
境
内
と
な
っ
て
い
る
。
境
内
を

囲
む
山
の
斜
面
に
は
今
で
は
珍
し
い
自
然
石
が
積
ま
れ
て
い
る
。

　

雷
大
明
神
と
称
さ
れ
、
古
来
雷
災
を
受
け
ず
、
守
札
を
所
持
す
れ

ば
雷
除
け
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

例
祭
は
毎
年
10
月
19
日
に
執
り
行
わ
れ
、
祭
事
が
始
ま
る
14
時
を

目
途
に
、
奉
納
神
楽
（
出
雲
神
楽
）、
花
馬
神
事
、
田
植
囃
子
奉
納
の

３
つ
の
伝
統
芸
能
が
一
堂
に
集
結
し
、
近
隣
で
も
一
番
賑
や
か
な
祭

り
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祭
事
に
あ
わ
せ
、
た
た
ら
製
鉄
で

旺
盛
を
誇
っ
た
宮
本
地
内
か
ら
奉
納
さ
れ
た
神
輿
も
引
き
継
が
れ
、

獅
子
舞
と
と
も
に
神
主
を
先
頭
に
境
内
を
清
閑
に
歩
く
姿
も
見
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
獅
子
舞
は
最
後
に
土
俵
の
上
で
、
神
主
の
持
つ
ご
神
刀
に

よ
り
退
治
さ
れ
、
祭
事
が
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
珍
し
い
光

景
と
言
わ
れ
て
い
る
。

不思議な穴。
和加須世理比賣命の産湯？

木が映し出された岩坪も美しい

黄色のいちょうのじゅうたんで
パッと明るく

銘木

鳥居をくぐり石段を上る

境内を囲む石垣

地元の心意気が感じられる
お盆前には「城」が出現

紅葉とのコントラストも素敵！

「伊邪那岐命社」も鎮座

　

滑
狭
郷
。
郡
家
の
南
西
八
里
の
所
に
あ
る
。

須
佐
能
袁
命
（
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
御

子
、
和
加
須
世
理
比
賣
命
（
ワ
カ
ス
セ
リ
ヒ

メ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
鎮
座
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
そ
の
と
き
、
所
造
天
下
大
神
命
（
ア
メ

ノ
シ
タ
ツ
ク
ラ
シ
シ
オ
オ
ミ
カ
ミ
）（
大
国
主

命
の
別
名
）
が
娶
（
つ
ま
ど
）
り
て
お
通
い

に
な
っ
た
と
き
に
、そ
の
社
の
前
に
磐
石
（
い

わ
）
が
あ
り
、そ
の
上
が
と
て
も
滑
ら
か
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、「
滑
ら
か
な
岩
（
原
文
／
滑
磐

石
）」
で
あ
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
だ

か
ら
南
佐
（
な
め
さ
）
と
い
う
。
神
亀
３
年

（
７
２
６
年
）
に
字
を
滑
狭
と
改
め
た
。

那な
め
さ賣
佐
神
社
と
岩
坪
探
訪

取
材
レ
ポ
ー
ト

　
神
西
の
南
部
広
域
農
道
沿
い
に
あ
る
那
賣
佐
神
社
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と

２
３
０
段
の
石
段
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
苔
に
覆
わ
れ
た
石
段
を
進

み
、
２
度
の
曲
り
階
段
を
超
え
た
先
に
、
社
殿
が
現
れ
ま
し
た
。
地
元
の

方
に
よ
っ
て
、
整
備
さ
れ
大
切
に
さ
れ
て
き
た
様
子
が
、
こ
こ
か
し
こ
に

伺
え
ま
す
。
那
賣
佐
神
社
社
務
所
が
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）
秋
に
正

遷
宮
記
念
に
発
行
し
た
「
那
賣
佐
神
社
御
由
緒
記
」
に
よ
れ
ば
、
主
祭
神

は
、
葦
原
醜
男
（
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
オ
）
命
（
＝
大
国
主
命
の
別
名
）、
配

祀
神
は
須
勢
理
姫
命
、
合
殿
は
伊
邪
那
岐
（
い
ざ
な
ぎ
）
命
と
あ
り
ま
す
。

本
殿
の
横
に
確
か
に
、「
伊
邪
那
岐
（
イ
ザ
ナ
ギ
）
命
社
」
と
書
か
れ
た

社
殿
も
別
に
あ
り
ま
し
た
。
伊
邪
那
岐
命
も
祭
ら
れ
て
い
る
言
わ
れ
は
分

か
ら
な
か
っ
た
で
す
が
・
・
・
。

　
社
殿
と
と
も
に
、
そ
の
近
く
に
そ
び
え
る
３
本
の
銘
木
も
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
樹
齢
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
神
社
と
と
も
に
悠
久
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
那
賣
佐
神
社
の
横
を
進
む
と
、
さ
ら
に
山
の
方
へ
階
段
が
続
き
ま
す
。

「
神
西
城
址
登
り
口
（
徒
歩
５
分
）」
の
看
板
を
目
印
に
さ
ら
に
上
を
進
み

ま
す
。
さ
き
ほ
ど
上
っ
た
２
３
０
段
の
整
備
さ
れ
た
石
段
と
は
異
な
り
、

急
で
滑
り
や
す
い
階
段
を
歩
く
５
分
間
は
、
と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。

　
頂
上
ま
で
登
り
き
る
と
、
北
西
側
に
開
け
た
景
観
が
広
が
り
ま
す
。
神

西
湖
、
神
西
新
町
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
長
浜
神
社
の
あ
る
妙
見
山
、
そ
の

右
手
奥
に
は
神
戸
川
の
河
口
、
ま
た
多
伎
の
風
車
そ
し
て
日
本
海
ま
で
が

一
望
で
き
ま
す
。
手
前
の
木
々
の
紅
葉
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
思
わ
ず
感

嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
風
土
記
編
纂
の
頃
に
思
い
を
は
せ
て

み
ま
す
。
当
時
こ
こ
か
ら
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
目
を
閉
じ
て
、
風
土
記
編
纂
の
頃
の
鳥
瞰
図
を
思
い
描
い
て

み
ま
す
。
約
１
３
０
０
年
前
は
神
西
湖
か
ら
大
島
町
そ
し
て
神
戸
川
と
そ

の
右
岸
一
体
は
「
神
門
水
海
」
で
あ
り
入
海
が
広
が
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

今
と
は
景
観
が
全
く
違
い
ま
す
が
、
紅
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
変
わ
っ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
。
豊
か
な
自
然
に
感
謝
と
敬
意
を
覚
え
ま
す
。

　
つ
づ
い
て
、
那
賣
佐
神
社
か
ら
南
部
広
域
農
道
を
数
百
メ
ー
ト
ル
東
に

進
み
、
林
道
岩
坪
線
に
入
り
ま
す
。
車
で
ほ
ん
の
数
分
の
と
こ
ろ
に
大
国

主
命
が
「
滑
ら
か
な
岩
（
原
文
：
滑
磐
石
）」
で
あ
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
岩
坪
が
あ
り
ま
す
。
滑
狭
郷
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
場
所
で
す
。
谷

川
の
中
に
大
小
５
つ
の
穴
が
見
え
ま
す
。
看
板
等
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も

そ
の
よ
う
な
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
と
は
気
が
付
き
ま
せ
ん
。
穴
も
た
だ
の

自
然
現
象
だ
ろ
う
と
し
か
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
歴
史
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
「
出
雲
」
は
、
非

常
に
奥
深
く
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
を
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

登り切った先に本殿が鎮座

神西湖、日本海を望む

朝
山
神
社

多
伎
藝
神
社 

参道入り口
　徒歩の上り道で約
20 分、左側の大型林
道を車で上れば、5分
ほどで標高 160 ｍの
山頂にある朝山神社に
たどり着きます。

展望台から見た雲井滝宇比多伎山から大社方面を望む

八百万神の最初のお宿　朝山十九社
　神在月、全国の八百万神が出雲に参集
された際に、まずこのお社に立ち寄って
から神議をし、出雲大社へ向かわれると
いわれています。

　屋根の棟飾りだったのでしょうか。
本殿の床下で、素敵な木彫りを見つ
けました。主祭神は真玉着玉之邑日
女命。姿の美しい玉のような麗しい
心をもった女の神様らしく、おしゃ
れな雰囲気がただよいます。

　境内左手から駐車場に向かうところで、「雲井（うい）神苑」「雲
井滝入口」の看板が目に入ります。落ち葉で敷き詰められた小道を
登ってみると目の前に景色が広がります。眼下には、神戸川を渡る
山陰自動車道、その先に出雲平野が続き、出雲大社、日本海まで望
むことができます。
　あずまやを過ぎて、今度は険しい坂道を下っていきます。足元に
気をつけながら下りること５分。滝から流れ落ちる心地よい水の音
が聞こえてきました。小さな展望台からは、落差100ｍと言われる「雲
井滝」を見ることができます。全姿が見えないのが残念ですが、落
差では、出雲国随一の滝になるでしょう。八百万神もお立ち寄りの際、
この滝と景色を眺めながら森林浴をし、リフレッシュしてから、出
雲大社を目指されたのかもしれません。

苔の生えた石段を進む
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朝山神社と 6つの山



　

神
門
水
海
は
、
神
門
郡
家
か
ら

「
正
西
四
里
五
十
歩
」
の
所
に
あ
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
周
り
は

「
三
十
五
里
七
十
四
歩
」
と
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
の
神
西
湖
は
周
囲
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
湖
だ
が
、「
出

雲
国
風
土
記
」
の
時
代
に
は
、
東

は
出
雲
市
知
井
宮
町
、
西
は
「
薗

の
長
浜
」、
南
は
出
雲
市
湖
陵
町
三

部
、
二
部
、
大
池
の
北
部
、
北
は

出
雲
市
浜
町
の
あ
た
り
ま
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

「
中
に
は
鯔
魚(

な
よ
し
／
ボ

ラ)

、
鎮
仁(

ち
に
／
チ
ヌ)

、
須

受
枳
（
す
ず
き
）、
鮒
、
玄
蠣
（
か

き
）
が
あ
る
。」
と
あ
り
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
大
半
が
海
水
と
淡

水
が
入
り
交
じ
る
汽
水
域
の
生
物

で
あ
る
。

　

神
門
川(

現
在
の
神
戸
川)

も
出

雲
大
川(

現
在
の
斐
伊
川)

も
神
門

水
海
に
流
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

出
雲
大
川
に
は
「
年
魚
（
あ
ゆ
）、鮭
、

麻
須
（
ま
す
）、
伊
具
比(

い
ぐ
い

／
ウ
グ
イ)

、
魴
鱧(

む
な
ぎ
／
ウ

ナ
ギ)

な
ど
の
類
が
あ
り
、」
と
の

記
載
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
魚

介
類
が
捕
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

現
在
の
神
西
湖
で
も
ウ
ナ
ギ
、

フ
ナ
、
ボ
ラ
の
ほ
か
シ
ジ
ミ
な
ど

70
種
類
以
上
も
の
魚
貝
類
が
生
息

し
て
い
る
。

神
西
湖

穏やかな湖面と湖岸のヨシ原が美しい神西湖

　

夏
の
夜
は
、
何
と
い
っ
て
も
や
っ
ぱ

り
花
火
で
す
。
出
雲
市
内
で
は
大
小
た

く
さ
ん
の
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
中
で
も
「
神
西
湖
湖
上
花
火
大
会
」

は
、
私
の
大
好
き
な
花
火
大
会
で
す
。

　

こ
こ
の
花
火
の
特
色
は
、
陸
地
か
ら

の
打
ち
上
げ
と
湖
面
か
ら
の
打
ち
上
げ

が
同
時
に
楽
し
め
、
更
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
水
面
に
く
っ
き
り
と
映
し
出
さ
れ
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
写
真
を
撮
っ
た
時
は
、
神
西
地

区
側
か
ら
の
打
ち
上
げ
花
火
と
、
湖
陵

町
側
の
水
上
か
ら
の
投
げ
込
み
花
火
が
、

な
ん
と
も
い
え
な
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
醸

し
出
し
て
い
ま
し
た
。

文
・
写
真
提
供
／
森
山
誠
さ
ん

神
西
湖
湖
上
花
火
大
会夏の夜をいろどる美しい花火！

※平成 23年（2011年）8月に出雲市ホームページに掲載
された内容です。

神門水海のあった場所の一部は、現在では出雲長浜中核工業団地となっており、現在の出雲市の産業の中心となっています。
また、出雲ブランド商品である「LED照明器具」「(炭入り健康ベッド)森の寝床」「寝装カバー」「出雲神話紙芝居」「タオル製品」
「(調湿木炭)炭八」などは、この神門郡にある会社で生みだされているので、昔も今も、出雲国の産業を支えていた地域と言っ
てよさそうです。※平成 27年（2015年）3月現在

このうち「タオル製品」と「( 調湿木炭 )炭八」は、出雲ブランド化推進市民委員会で工場見学を行ったので、そのレポートを
掲載します。
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吉よ
し

栗く
り

山
と
神
戸
川

出
雲
大
川
（
斐
伊
川
）
と
神
門
川
（
神
戸
川
）

吉栗山の麓、原川公民館の後ろにひっそりと鎮座する足高神社。
オオクニヌシの御子神、阿陀加夜努志（アダカヤヌシ）が祀られ
ている。

大社神門通りにあるオブジェ

吉
栗
山
よ
り
三
瓶
山
を
望
む
。

右
は
窪
田
小
学
校

　

「
河
の
両
辺
に
は
あ
る
と
こ
ろ
は
土
地
が
肥
え
、
穀
物
や
桑
・
麻

が
枝
を
た
わ
め
る
ほ
ど
稔
り
、
人
々
の
豊
か
な
薗
で
あ
る
。
ま
た
あ

る
と
こ
ろ
は
土
地
が
肥
え
、
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
年
魚
・
鮭
。

麻
須
・
伊
具
比
・
む
な
ぎ
な
ど
の
類
が
あ
り
、
潭
揣
に
双
び
泳
ぐ
。

河
口
か
ら
河
上
の
横
田
村
ま
で
の
間
、
五
郡
（
出
雲
、
神
門
、
飯
石
、

仁
多
、
大
原
郡
）
の
人
々
は
河
を
便
宜
に
暮
ら
し
て
い
る
。
孟
春
か

ら
季
春
ま
で
、
材
木
を
流
す
こ
と
を
検
閲
す
る
船
が
、
河
の
中
を
上

り
下
り
す
る
。」

　

斐
伊
川
と
神
戸
川
の
周
辺
に
住
む
人
々
は
川
と
密
接
な
関
わ
り
を

も
ち
な
が
ら
、
自
然
の
恩
恵
を
受
け
、
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
堰
や
ダ
ム
建
設
に
よ
り
河
川
環
境
が
変
化
し
、
鮎
な
ど
魚

の
漁
獲
量
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
神
戸
川
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
地
域
の
文
化
を
育
む
川
を
目
指
し
、
周
辺
の
幼
児
や
小

学
生
を
対
象
と
し
た
稚
鮎
の
放
流
活
動
や
地
域
住
民
に
よ
る
清
掃
活

動
等
、
資
源
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
斐
伊
川
は
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
た
び
た
び
洪
水
を
起
こ
し
、

不
安
定
な
流
路
が
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
の
基
と
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
風
土
記
の
時
代
に
は
、
神
門
川
と
共
に
神
門
水
海
に
注

い
で
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
寛
永
年
間
の
洪
水
に
よ
り
そ
の
流
れ

を
東
に
変
え
宍
道
湖
に
注

ぐ
こ
と
に
な
り
、
出
雲
平

野
は
豊
か
な
穀
倉
地
帯
と

な
り
ま
し
た
が
、
湖
沿
岸

は
、
洪
水
に
よ
る
浸
水
が

そ
の
後
も
起
こ
り
ま
し
た
。

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）

７
月
の
洪
水
を
契
機
に
「
平

成
の
オ
ロ
チ
退
治
」
と
称
し

て
、
斐
伊
川
の
洪
水
時
に
神

戸
川
へ
分
水
す
る
た
め
斐
伊

川
放
水
路
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
25
年
（
２
０
１
３

年
）
運
用
を
開
始
し
、
２
つ

の
川
は
、
再
び
つ
な
が
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

斐川町上空より斐伊川放水路を望む（平成 24年 4月）

石見国との境

吉栗山（現在の佐田町一窪田）の頂上付近から南を眺めると上佐津目、山口 ( 現大田

市 )、そして三瓶山まで見渡すことができます。ほとんど出雲の国だったところです。風

土記の時代から昭和 29 年（1954 年）まで、出雲国と石見国との境は三瓶山の頂上で

した。国引き神話の中では、国を引いた綱をかけた杭が佐比売山（現在の三瓶山）で、

綱は「薗の長浜」になったとされています。

　　　　　　　　

　

「
吉
栗
山
。
郡
家
の
西
南
28
里
の
所
に
あ
る
。
檜
・
杉
が

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
所
造
天
下
大
神
の
宮
の
建
材
の
材
木
を

造
る
山
で
あ
る
。」

　

こ
の
一
文
に
書
か
れ
た
こ
と
を
再
現
す
べ
く
、
古
代
の

歴
史
ロ
マ
ン
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

出
雲
大
社
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
大
社
神
門
通
り
）
に
あ

る
オ
ブ
ジ
ェ
に
は

「
～
古
代
出
雲
大
社
の
御
用
木
に
つ
い
て
～

　

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
出
雲
大
社
の
宮
材
を
出

雲
市
佐
田
町
の
「
吉
栗
山
」
よ
り
切
り
出
し
た
と
あ
る
。
こ

の
故
事
に
な
ら
い
、
平
成
24
年
７
月
29
日
、
同
地
区
の
郷

人
の
想
い
と
と
も
に
ス
ギ
材
が
奉
曳
さ
れ
た
。
こ
の
柱
は
、

そ
の
際
の
ス
ギ
材
を
使
い
、
宇
豆
柱
（
心
御
柱
）
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
、
出
雲
大
社
の
御
神
徳
に
感
謝
し
、
ま
ち
の
活

性
化
を
願
う
人
々
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

翌
年
、
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
に
は
、「
平
成
の
大

遷
宮
」
に
併
せ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
高
層
神
殿
」
追

体
験
事
業
と
し
て
、
直
径
80
セ
ン
チ
、
長
さ
17
メ
ー
ト
ル

の
杉
三
本
を
運
び
出
し
、
筏
（
い
か
だ
）
を
組
み
、
神
戸

川
に
流
し
、
里
曳
き
・
柱
立
て
が
壮
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ら
の
追
体
験
事
業
に
よ
り
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の

世
界
を
、
市
民
の
力
で
見
事
に
再
現
し
、
地
域
の
連
帯
感
、

郷
土
へ
の
誇
り
を
抱
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き

の
柱
は
、
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
新
築
さ
れ
る
佐

田
中
学
校
の
玄
関
吹
き
抜
け
に
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
高
層
神
殿
」
追
体
験
事
業

巨
木
の
川
流
し
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